
　

令
和
２
年
の
始
ま
り
は
、
久
し

ぶ
り
に
初
日
の
出
を
拝
み
、
今
年

の
豊
作
と
幸
せ
を
願
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
台
風
15
、
19
号
が
日

本
列
島
を
縦
断
し
、
東
日
本
を
中

心
に
暴
風
や
大
雨
に
よ
る
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
に
よ
く
報
道
機
関
で

は
、﹁
想
定
外
﹂
と
い
う
言
葉
が
使

わ
れ
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
等
に

よ
り
、
最
大
瞬
間
風
速
60
メ
ー
ト

ル
や
最
大
時
間
雨
量
１
２
０
ミ

リ
バ
ー
ル
程
度
は
常
態
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、﹁
想
定
内
﹂
と
し

て
の
判
断
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
面
の
防
災
・
減
災
対
策
は
重
視

さ
れ
ま
す
が
、
特
に
少
子
高
齢

化
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎

え
、
災
害
時
に
は
、
地
域
で
の
役

割
分
担
を
決
め
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
や
お
互
い
が
支
え
合
う
地

域
づ
く
り
﹁
共
生
の
時
代
﹂
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、

平
穏
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
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アーカイブ №２ 熊井
※アーカイブとは、重要記録を保存・活用し、未来に伝達することをいいます。

鳥居をくぐり、九十九折りの坂道、階段を上がる

と、熊野神社にたどり着く

神社の中には神輿の保管、絵馬も奉納されている

国道56号線からの鳥居横の石碑と

　　　　旧道から入るところに残されている鳥居

熊野神社

熊井隧道

　熊野神社の例祭は、旧暦6月15日と、9月15

日の年2回開催されていた。当時は、100人余

りで祭りの運営をしてきた。花取踊りを踊る

子どもらの姿もあった。神輿の担ぎ手も減り、

現在は、宮総代や神官、伊与喜校区６部落の区

長や当人が中心となり五穀豊穣や家内安全を

願い、秋祭りのみの開催となっている。

　熊井地区は、佐賀地域

の中央部、伊与喜地区の

南西部に位置し、主な産

業は水稲・シメジ栽培、ハ

ウス園芸やかんきつ類の

栽培などの農業です。

　熊井地区から上分地区へ抜ける熊井

トンネル（長さは90メートル）は、明治

38年12月に完成した。

　トンネルに使用されているレンガは

佐賀港から、1個１銭の運び賃で小学生

が１〜２個ずつ運んだとのこと。

　昭和14年までは県道として利用さ

れ、現在は、土地の人の通行や遍路道と

して利用されている。


